


　浜中町にある霧多布湿原は、

面積 3,168 ha の湿原である。低

層湿原の割合が高い釧路湿原と

違い、霧多布湿原は中間湿原や

高層湿原の割合が高く、湿原の

中央部は 1922 年に「霧多布泥

炭形成植物群落」として国の天

然記念物に指定されている。ま

た 1993 年にラムサール条約に

登録されるなど、国際的にも重

要な湿地である。一方で人の生

活との関わりが深く、町の主要

な産業のひとつであるコンブ漁において、コンブを

陸に引き上げるのに使っていた馬を放牧する場所と

して、湿原を利用していた歴史がある。

　さて「霧多布湿原」とひとことでいっても、大き

く分けて「高層湿原」「中間湿原」「低層湿原」「塩

性湿地」と 4 種類の湿原からなる。ここでは実際

に霧多布湿原を知るのに、最適な場所を、下の地

図をもとに紹介したい。

辻 ねむ（霧多布湿原ナショナルトラスト）

霧多布湿原

　まず、霧多布湿原を俯瞰できる代表的な場所は

2 箇所ある。ひとつは①「琵琶瀬展望台」である。

展望台から霧多布湿原を眺めると、人の生活圏と

自然環境が隣り合う、霧多布湿原ならではの風景

が広がっている。もうひとつは②「霧多布湿原セン

ター」である。ここはちょうど霧多布湿原の水源地

となる高台にある。水源地から湿原をはさんで海ま

で一望できるので、南北に細長い霧多布湿原の形

をつかむことができる。

　次に多様な湿原の様子を体感できる場所を紹介

する。まず霧多布湿原を横断する③「MG ロード」。

ここでは 6 月中旬～下旬、ワタスゲの群落を見る

ことができる。見渡す限りのワタスゲを見ると、こ

の湿原のほとんどが中間～高層湿原なのだと実感

できる。また海岸側の一部に木の杭が並んでおり、

馬が放牧されていた歴史を感じることができる。な

おこの道を挟んだ湿原のほとんどが国の天然記念

物エリアなので、ここからは足を踏み入れないほう

が無難である。

　霧多布湿原センターの近くにある④「やちぼうず

木道」では、霧多布湿原のなかでは少ない、低

層湿原を見ることができる。おすすめの季節は 4

～ 6 月。ゴールデンウィークあたりからウグイスなど

の夏鳥のさえずりを聴きながら、ヤナギの芽吹きや、

「ヤチボウズ」（→ p. 51）と呼ばれるカブスゲの大き

な株を見ることができる。

　霧多布湿原の海岸側にある⑤「琵琶瀬木道」と

⑥「仲の浜木道」は、霧多布湿原を代表する中間

湿原を楽しむことができる。7～ 8 月にかけてエゾ

カンゾウ（ゼンテイカ）に始まり、ノハナショウブ、

タチギボウシ、ノリウツギと次々に入れ替わる花の

群落が見事で、霧多布湿原が「花の湿原」と呼

ばれるゆえんである。

　河口に近い⑦「奥琵琶瀬木道」には、水辺に面

した場所ではヒメウシオスゲやウミミドリなど、名前

からもわかるように塩性湿地の植生が広がる。また

水辺から離れた場所にはガンコウランやツルコケモ

モなど、高層湿原を間近で見ることができる。

　以上、霧多布湿原を知るのに最適な場所を挙げ

た。百聞は一見にしかず。ぜひ霧多布湿原を訪れ

てこの豊かな湿原を体感して欲しい。

MG ロードのワタスゲ群落（中間～高層湿原）

やちぼうず木道のヤチボウズ（低層湿原）霧多布湿原全体図

仲の浜木道の
タチギボウシ群落

（中間湿原）

奥琵琶瀬木道の
ウミミドリ（塩性湿地）
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